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 これらの結果は、視覚剥奪による cross-modal plasticity を介した皮質回路の再編がウ
ィスカ-バレル野での光刺激による触覚の知覚学習の能力を向上させていることを示唆



















































プット、光刺激後に最初のリッキング行動が起こるまでの reaction time をアウトプットと
して、脳の応答特性を定量化できるシステムの開発に成功した。また、本システムを用い、
光刺激の時間や強度についての感覚閾値を求め、視覚剥奪を行わないコントロール群、生後
4 週齢に視覚剥奪した early VD 群、生後 8 週齢に視覚剥奪した late VD 群を比較した。そ
の結果、early VD 群において、感覚閾値が有意に低下していることを見出し、上記仮説を
検証した。 
論文提出者は、本研究において、研究の着想、システムの構築、実験、解析、論文作成に
至るまで、ほぼすべてのプロセスを単独かつ主体的に行った。すなわち、自立して研究活
動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，阿部健
太提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。
